
l
o
l
a
a
-
n
i
r
a
y成

立
過
程

の
推
論
 
(伴

戸
)

l
o
k
a
n
t
a
r
i
k
a
-
n
i
r
a
y
a

成
立
過
程
の
推
論

伴

戸

昇

空

分
別
上
座
部
等
で
は
、
地
獄
を
l
a
f
l

と
名
付
け
、
そ
の

(
1
)

所
在
を
l
o
k
a
n
t
a
r
a

に
想
定
し
て
い
る
。
l
o
k
a
n
t
a
r
a

と
は
、

三

つ
の
鉄
囲
山

が

一
平
面
上

で
水
平
に
接
し
合

つ
て
で
き
る
、

三
角
形

に
似
た
間
隙

の
こ
と
で

(
2
)

あ
る
。
地
獄

の
所
在
価
関
し
て
は
仏
教
界
全
体
の
統
一
見
解
は
無
い
。
唯
、
古

(
3
)

来

地
獄

は

「
日
月

の
光
も
及
ば

ぬ
冥
暗
処
」

で
あ

る
と
い
う
点

で
は
何
れ

の
方

面

か
ら
も

全
く
異
論
が
無

か

つ
た
様

で
あ

る
。

そ
れ
故

に
か
、
諸
部
派

の
阿
毘

達
磨
論
師
達

は
、
自

派
の
採
用
す

る
世
界
形
態

の
中
で
、
須
弥
山

の
中
腹
を
巡

る

日
月

の
光

の
及
び
そ
う
も
な

い
処

こ
そ
が
地
獄

の
在
る

べ
き
位
置
と
考
え
た

ら
し

い
形
跡

が
あ
る
。

仏
教
徒

達

が

一
世
界

の
形
態
に
対
し

て
懐

い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
は
、

大
き
く

タ

イ

プ

三

つ
の
典

型

に
類
別

で
き
る
。

【
第

一
類
】

長
阿
含
世
記
経

・
大
楼
炭
経

・
起

世

経
等

の
如
く
、
所
謂
風
輪

・
水
輪

・
金
輪

と
も

に
そ
の
広

さ
は

無
量

(
a
s
a
-

(
4
)

m
k
h
y
a)
で
あ
る
と
す
る
も

の
。
【
第
二
類
】

婆
沙
論

・
倶
舎
論

・
順

正
理
論

の
如
く
、

風
輪

の
広
さ

の
み
無
量

で
あ

つ
て
、
水
輪

・
金
輪

の
広
さ
は
と
も
に

(
5
)

1
,
 
2
0
3
,
 

4
5
0
由
旬

で
あ
る
と
す

る

も

の
。
【
第
三
類
】
A
t
t
h
a
s
a
l
i
n

・
V
i
s
u
d

d
h
i
m
a
l

立
世
阿
毘
曇
論

(
l
o
k
a
l
の

如
く
、

三
輪

と
も
に
広
さ

(
6
)

は

1
2
0
3
,
 

4
5
0
由
旬

で
あ
る
と
す
る
も
の
。

以

上

三

種

で

あ

る
。
第

一
類

で

は
、

須
弥
山

か
ら
最
も
遠
く
離

れ
た
無

限

の
彼
方
、

金
輪

の
最
外
端

に
特
に
遮

光
の
為
の
工
夫
と
思
わ
れ
る
二
重
の
鉄
囲
山
が
準
備
さ
れ
、
そ
の
谷
間
に
地
獄

(
7
)

が
置

か
れ
て

い
る
。

こ
の
場
合
は
金
輪

の
広

さ
が
無
量

で
あ
る
と

い
う
点
に
キ

ー
ポ

イ

ン
ト
が
あ

つ
た
。

日
月

の
光
の
及
ば
ぬ
処

は
日
月
か
ら
最
も
遠
く
離

れ

た
所

に
求

め
ら
れ
る

べ
き
で
あ

つ
た
し
、

こ
の
無
量

と

い
う
規
模
が
金
輪
上
で

そ

れ
を

可
能

に
し
て
い
る
様
に
思
わ
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
第

二
類

の
世
界
で
は

手
狭
な
金
輪

の
表
面
に
適
当
な
場
所
が
見
付
か
ら
な

か

つ
た
。

そ

こ
で
、
地
獄

は
、

日
月

の
光

の
及
ば
な
い
最
も
手
近
な
場
所
、

即

ち
贈
蔀

洲
下

の
地
中
に
求

(
8
)

め

ら
れ
た
。

少
し
想
像

を
逞
し
く
し
て
、
膿

部
洲
表

面
と
地
獄
の
間
に
白
色

・

(
9
)

赤
色

・
黄
色

・
青
色

の
四
種

の
土
層
が
設
け
ら
れ
た
の
も
、

遮
光

の
為

の

一
工

夫

と
考

え
る

の
は
行

き
過
ぎ

で
あ
ろ
う
か
。
第

三
類

の
世
界

で
も
同
様
に
金
輪

の
表
面

に
適
「当

な
場

所
を
見
出
だ
せ
な
か

つ
た
が
、

地
下
に
地
獄

を
求
め
る
と

い
う
方
向

は
採

ら
な
か

つ
た
。

第
三
類

の
世
界

で
は
三
輪

の
広
さ
を
統

一
し
た

こ
と
に
よ

つ
て
、
多
数

世
界
を
構
成
す
る
と
三

つ
の
世
界

が
接
し
合
う

こ
と
に

な

つ
た
。

そ
こ
に
、
恐

ら
く
は
予
期
し
な
か

つ
た
で
あ
ろ
う
様
な

「
日
月

の
光

も
及
ば

ぬ
処

が
で
き
て
し
ま

つ
た
の
で
あ

る
。

そ
れ

が
l
o
k
a
n
t
a
r
だ

つ
た

の

で
あ

る
。

パ
ー

り
語

の
a
l
g
r

に
相
当
す

る
梵
語

は
l
o
k
a
n
t
aで
あ

る
。

こ

の
l
o
f
a
l
s
は
a
n
t
a
r
a
を

そ
の
第

二
義

に
て

「
他

」
と
解

し
a
n
o
t
-

h
e
r
 
w
o
r
l
d
,
 
t
h
e
 
x
e
x
t
 
l
i
f
e
と
訳
さ
れ

る

如

く
、

人
の

(
1
0
)

死
後

に
時
間
的

に
隣
接

し
て
い
る

「来
世
」
を
意
味

す
る
語
と
し

て
、
仏
教
宇

宙
論

の
確
立
以
前

か
ら
用

い
ら
れ
て
い
た
様

で
あ

る
。

そ
れ
が
思
想
的
展
開

に

伴

つ
て
、

バ
ラ

モ
ン
教
世
界
か
ら
仏
教
世
界
等

へ
と
流

れ

て
来
た
と
考
え
ら
れ

る
。

説

一
切
有
部

で
は
、

こ
の
語

を

「
他

の
世
界
体
系
」

と

い
う
意
味
で
自

派

(
1
1
)

内

に
採
り
入
れ

て
い
る
。

こ
れ
は
本
来
時
間
的

に
解

さ
れ

て
い
た
.
a
n
t
a
r

を
、

空
間
的

に
解

す

る
こ
と
に
よ

つ
て
生
じ
た
用
法

で
あ

ろ
う
。

と

こ
ろ
が
、
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先
述

の
第

三
類

の
世
界
形
態
を
採
用
し
た
分
別
上
座
部

等
は
、

三

つ
の
世
界

の

接
し
合

つ
た
姿
を
表
象
す
る
に
至
る
と
程
無

く
、

そ
の
三
世
界
の
中
間

に
で
き

る
間
隙
を
、

さ
程
躊
躇

う
こ
と
な
く
、
l
o
k
a
n
t
r
a
(
世
界

の
中
間
)

と
呼

ん

だ

で
あ
ろ
う
。

何
故
な
ら
ば
、
a
n
t
a
r
a
、

の
第

一
義

は

「
中
間
」

だ
か
ら
で
あ

る
。

よ
り
早

い
時
期

の
梵
語

の
 
l
i
l
a
n
t
a

に

「
世
界

の
中
間
」

な
る
意
味
が

無
か

つ
た

の
は
、

そ
れ
ま
で
の
梵
語
文
化
圏
に

「
世
界

の
中
間
」
に
対
応
す

る

様
な
具
体
的
な
現
象
乃
至
は
イ
メ
ー
ジ
が
存
在
し
て

い
な

か
つ
た
か
ら
な
の
で

あ
ろ
う
。
l
o
k
a
n
t
aは
、
第
三
類

の
世
界
形
態

の
成
立

に
伴

つ
て
、
初

め

て

そ

の
第

一
義
的
に
表
わ
す
べ
き
意
味
内
容
と
対
応
す
る
旦
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
を

見
出
だ

し
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、

そ

の

「
世
界

の
中
間
」
な
る
新
し
い
概

念
を
表
わ

し
て
い
る
は
ず
の
l
i
l
a

に
も
、

同
世
界

で
そ
れ
ま

で
通
り
の

意
味

で
用

い
ら
れ
続
け
て
い
た
l
o
k
a
n
t
の
イ
メ
ー

ジ
が
多
分

に
オ
ー
ヴ

ァ

ー

ラ

ッ
フ
し
て
来
る

こ
と
は
避
け
ら
れ
な
か

つ
た

で
あ

ろ
う
。
即

ち
、
分
別
上

座
部
等

の
l
i
k
a
n
t
は
、

バ
ラ

モ
ン
世
界

に
源
を
発

す
る
l
o
k
a
n

の
強

烈
な
残
像
を
引
き
ず
り
な
が
ら
、
「
世
界

の
中
間
」

と
い
う
新

し
い
概

念

を

表

わ
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
l
o
k
a
n

と
い
う
語

で

「
世
界

の
中
間
」
を

表

象
す
る
度

に
、
t
h
e
 
n
e
s
t
 
w
o
r
l
d
 
t
h
e
 
f
u
t
u
r
e

と
い
う
様
に
、
燃
え

残
り
の
炎
が

チ
ラ
チ
ラ
し
て
い
た
と
い
う
わ
け

で
あ

る
。

折
し
も

こ
の
様
な
時
に
、
彼

の
部
派

の
阿
毘
達
磨
論

師
達

は
、

「
日

月

の
光

も
及
ば
ぬ
」
と

い
う
立
地
条
件

に
適

つ
た
地
獄

に
ふ
さ
わ
し

い
場

所
を
求
め

て

い
た
の
で
あ
る
。

先
述

の
如
く
l
o
k
a
n
t
は
正
に

そ

の
条
件

に
適

つ
て

い

た
。

そ

の
上
、
t
h
e
 
n
e
s
t
 
w
o
r
l
s
 
t
h
e
 
f
u
t
u
r
e

と
、
抗

し
難

い
誘

い

の
声
が
か
か

つ
て

い
た
。

一
切
有
情
を
五
趣

に
分
け

て
考
え
る
な
ら
ば
、
人
間

や
傍

生

の
住
む

こ
の
世
界
に
と

つ
て
、
空
間
的

な
、
t
h
e
 
n
e
x
t
 
w
o
r
l
d

は
、

理
論
的
に
餓
鬼

と
地
獄

の
世
界

で
あ

ろ
う
。

又
、
餓
・鬼
、

即

ち
、
p
e
t
a
は
、

死
者
を
意
味
す
る
梵
語
の
、
p
r
e
t
aに
由
来
す
る

の
で
あ

る
か
ら
、

こ
れ

は
人

の
死
後
に
時
間
的

に
隣
接
す
る
、
t
h
e
 
l
i
f
e"
と
も
本
来
強
く
結
び

付

い

た
存
在
な

の
で
あ
る
。

第
三
類

の
世
界
形
態
を
採
用

し
た
こ
と

に
よ

つ
て
導

き

出
さ
れ
た
、

以
上
の
如
き
必
然
的
と
も
言

え
る
諸
事
情

に
よ
り
、

彼

ら
は
、
餓

鬼

と
地
獄

の
世
界
を

一
括

し

て
l
o
k
a
n
t
a
r

に
想
定
す

れ
ば
極
め

て
好
都
合

で

あ
る

と
い
う

結
論

に
到
達
し

た
で
あ
ろ
う
。

か
く

し
て
、

分
別

上
座
部
等

で
は

(
1
2
)

l
o
k
a
n

に
餓
鬼
趣

と
地
獄
趣
が
棲

み
付
く
こ
と
に
な
り
、

そ
の
領
域

を
特

に
l
o
k
a
k

と
名
付
け
る
に
至

つ
た
と
推
量

さ
れ

る
の
で
あ

る
。

3

仏

説

長

阿

含

経

巻

第

一

(
大

一
・
三

c
)

等
。

4

長

阿

含

世

記

経

(大

一

・
二

四

c
)
・
大

楼

炭

経

(
大

一

・
二

七

七

a

-

b
)
・
起

世

経

(
大

一

・
三

一
○

c
)
。

5

婆

沙

論

(
大

二
七

・
六

九

一
b

)
・
倶

舎

論

(
大

二
九

・
五

七

a
)
・
順

正

理

論

(
大

二
九

・
五

一
五

a
)
。

6
 
A
t
t
h
a
s
a
l
i
n
i
 
P
P
.
2
9
7
f
f
,
 
P
T
S
;
 
s
l
f
 
p
p
.
 
2
0
5
f
f
,
、

立

世

阿

毘

曇

論

(
大

三

二

・

一
七

三

b
)
。
E
u
g
e
n
e
 
D
e
n
i
s
;
 
L
a
 
l
o
k
a
-

p
a
n
n
a
t
t
i
 
1
9
7
7
,
 
p
a
r
i
s
,
 
I
,
 
p
.
 
2

参

照
。

7

長

阿

含

世

記

経

(
大

一
・

一
二

一
c
)
・
大

楼

炭

経

(
大

一

・
二

八

三

b

-

c
)
・
起

世

経

(
大

一
・
三

二

○

b
-

c
)
。

8

婆

沙

論

(
大

二
七

・
八

六

六

b
-

c
)
・
倶

舎

論

(
大

二

九

・
五

八

a

-

b

)
・
順

正
理

論

(
大

二
九

・
五

一
六

a
)
。

9

婆

沙

論

巻

第

一
七

二

(
大

二

七

・
八

六

六

a
)
。

(大
谷
大
学
大
学
院
)

l
o
k
a
n
t
a
r
i
k
a
-
a
n
i

成
立
過
程

の
推
論
 
(
伴

戸
)
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